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【 

農
　
水 

】

◦
サ
ケ
陸
上
養
殖
試
験
支
援
事
業
助
成
金

７
３
０
万
円

　
ウ
ト
ロ
漁
協
の
実
施
す
る
シ
ロ
ザ
ケ
試
験
養
殖
に
対

す
る
助
成
で
す
。

 

【 

観
　
光 

】

◦
観
光
施
設
維
持
管
理　
　
　
　
　
　
　

１
０
９
万
円

　
夕
陽
台
の
湯
・
オ
シ
ン
コ
シ
ン
ト
イ
レ
の
修
繕
費
の

追
加
で
す
。

【 

土
　
木 

】

◦
道
路
改
築
事
業　
　
　
　
　
　
　
　
　

６
０
０
万
円

　
三
井
橋
改
修
工
事
追
加
。

【 

教
　
育 

】

◦
ス
ク
ー
ル
バ
ス
購
入
費　
　
　
　
　

１
１
６
２
万
円

　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
路
線
が
拡
充
さ
れ
ま
す
。

◦
社
会
教
育
指
導
員
報
酬
等　
　
　
　
　

２
３
０
万
円

　
博
物
館
の
事
務
職
員
配
置
の
費
用
で
す
。

【 

町
　
債 

】

◦
知
床
ウ
ト
ロ
学
校
教
職
員
住
宅
整
備
事
業
更
生

　

▲
３
４
９
０
万
円

　
建
設
費
の
高
騰
、
工
期
の
関
係
か
ら
入
札
不
落
と
な

り
ま
し
た
。

【 

総
　
務 

】

◦
庁
舎
維
持
管
理
事
業
費　
　
　
　
　
　
　
　

25
千
円

　
夜
間
当
直
業
務
が
職
員
に
よ
る
対
応
と
な
り
ま
す
。

◦
職
員
給
与
費
（
右
記
事
業
関
連
）　
　

１
７
７
万
円

　
夜
間
代
表
電
話
対
応
手
当
。

◦
二
酸
化
炭
素
排
出
抑
制
事
業　
　
　
　

２
７
３
万
円

　
公
共
施
設
の
照
明
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
交
換
し
ま
す
。

◦
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
事
業

９
２
９
万
円

　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
密
集
軽
減
委
託
料
や
ワ
ク
チ
ン
接
種

の
時
間
外
勤
務
手
当
な
ど
。

◦
衆
議
院
議
員
選
挙　
　
　
　
　
　
　

１
１
０
６
万
円

　
選
挙
に
か
か
る
費
用
一
式
。

【 

民
　
生 

】

◦
避
難
行
動
要
支
援
者
支
援
シ
ス
テ
ム
業
務
委
託
料

３
３
１
万
円

【 
保
健
衛
生 

】

◦
網
走
厚
生
病
院
脳
神
経
外
科
運
営
支
援
負
担
金

　

９
５
８
万
円

　
網
走
厚
生
病
院
の
脳
外
科
運
営
に
か
か
る
支
援
金
を

他
市
町
村
と
負
担
し
ま
す
。

【 

清
　
掃 

】

◦
堆
肥
化
処
理
修
繕
費　
　
　
　
　
　

１
１
９
０
万
円

◦
一
般
廃
棄
物
処
理
広
域
化
検
討
業
務
原
材
料
追
加

　

３
８
７
万
円

　
ゴ
ミ
処
理
広
域
化
に
向
け
町
内
ゴ
ミ
質
調
査
。

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
回
・
第
４
回
）

総
額
は
89
億
２
５
０
万
円

２０２１年令和３年・９月定例会議２０２１年令和３年・９月定例会議

延長された緊急事態宣言期間中、万全のコロナ感染症対策を実施しながら、９月15日から
10月７日までの会期23日間の定例会議が始まりました。決算審査特別委員会の設置、審査
も実施されコロナ感染対策予算などの審議が行われました。

◦
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
事
業
経
済
対
策
事

業
費　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
７
０
０
万
円

　
事
業
継
続
緊
急
支
援
給
付
金
の
追
加
で
す
。

◦
斜
里
地
区
消
防
組
合
負
担
金　
　
　
　

１
４
８
万
円

　
ウ
ト
ロ
常
備
の
ハ
シ
ゴ
車
の
修
理
で
す
。

毎朝、議場への
入場前には、必
ず検温します。
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補正予算での質疑内容補正予算での質疑内容
▼コロナ感染対策

▼

◦３回目のワクチン接種の体制、接種証明書など今後
の対応は？	 久保議員
民生　３回目接種、接種証明も厚生労働省からの情報
を見て、対応します。
◦虫歯予防フッ素塗布の中止での自主塗布は乳幼児以
外は、保険適用外で有料になりますが対応は？　

櫻井議員
民生　今後のフッ素塗布の対応で進めて行きますが自
主塗布の状況等も調べて行きます。
◦高校生の就職活動などにワクチン接種有無に関わら
ず検査が求められる場合に助成など検討されていま
すか？	 櫻井議員
教育　そうした状況調査含め検討して行きます。

▼ごみのポイ捨て・釣り等レジャーの環境問題

▼

◦町内でのポイ捨て、不法投棄がひどい状態になって
います。町全体で対策を取っていくべきではないで
しょうか？	 海道議員
水産　釣り客マナーについては非常に課題が多く対応
に苦慮しています。
◦釣り客によるポイ捨ては町外者が多いとも聞きます。 
管理者含め連携した対応はどのように取られていま
すか？	 佐々木議員
水産　サケマスの釣りに関しては北海道などと連携を
とりできる限りの対応はとっていますが、改善には
繋がりません。
◦ポイ捨て禁止条例を制定している町として、強い対
応と、対策に取り組むときではないでしょうか？　

海道議員
産業　なかなか打つ手がないのが現状です。多くの方
を含めた取り組みが必要と捉えています。

▼衆議院選挙

▼

◦コロナ感染対策で安心して投票できる対応の検討は
されていますか？	 若木議員
選管　他自治体の例も参考に、より安全に考慮して対
応して行きたいと思います。

▼夜間電話対応変更（庁舎維持管理事業費）

▼

◦携帯電話利用には課題を感じます。３台の携帯は必
要ですか？	 若木議員
◦町民が使いやすく、かけ間違いのリスク軽減からも
システムを検討すべきではないでしょうか？
		  櫻井議員
企画　それらの検討は必要と思っています。
◦労組との協議課題は、賃金待遇でしょうか？運用の
内容でしょうか？	 櫻井議員
総務　システム運用についての課題と捉えています。

▼斜里高校の留学生（地域みらい留学365）

▼

◦道外留学生に住居など課題はありませんか？教育委
員会の役割と捉えるべきでは？	 久保議員
教育　受入れの際に、住居が決まらずに苦慮しました。
住居問題は町としても大きな課題と捉えています。

▼ウトロ教員住宅建設

▼

◦２年続いての建設延期になっています。来年度の事
業は確実ですか？	 櫻井議員
教育　今後確実に建設できるように対応し、同時に住
宅等の整理も進めて行きます。
建設　木材の高騰なども不落の原因です。業界の状況
を見ながら進めて行きます。

▼博物館のスタッフ体制

▼

◦学芸員スタッフは決まりましたか？人員体制に課題
はないのでしょうか？	 櫻井議員
教育長　町の博物館では専門研究に専念という環境に
はないことから、限られた中で活動を続けるため事
務職員の補充を検討しました。

▼歳入・交付金

▼

◦当初予算編成時と比較して交付税、臨時財政交付金
の伸びが大きい結果です。今後の行財政の中、どの
ように捉えて行きますか？	 木村議員
財政・副町長　よかったと思っていますが、一方では
まだまだ基金残高が不足です。当面は堅実に財政運
営をしていくことになります。

レジャーとして人気の釣りですが、ゴミ問題は深刻です。関係
機関交えた対応が急務。捨てられた餌の一部

感染対策は続きます。
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９月定例会議　補正予算等議事の内容

議　
決　
議　
案

■
緑
地
区
小
水
力
発
電
施
設
の

　
維
持
管
理
に
関
す
る
事
務
委
託

◦
緑
地
区
の
小
水
力
発
電
施
設
の

維
持
管
理
事
務
の
一
部
を
清
里

町
に
委
託
し
ま
す
。
1
市
４
町

で
維
持
経
費
を
負
担
し
ま
す
。

■
辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の

　
　
　
　
総
合
整
備
計
画
の
変
更

◦
除
雪
機
械（
除
雪
専
用
車
整
備
）

◦
電
気
通
信
施
設
（
高
速
無
線
環

境
整
備
推
進
事
業
）

◦
交
通
道
路（
三
井
橋
改
修
工
事
）

　
の
、
事
業
計
画
変
更
を
行
い
ま

す
。

■
斜
里
町
過
疎
地
域
持
続
的

　
　
発
展
市
町
村
計
画
の
策
定

◦
過
疎
地
域
の
持
続
的
発
展
の
支

援
に
関
す
る
特
別
措
置
法
の
規

定
に
よ
り
計
画
を
策
定
し
ま

す
。
期
間
は
令
和
３
年
度
〜
７

年
度
。

◦
意
見
公
募
手
続
（
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
）
で
10
件
12
項
目
の

意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

■
下
水
道
汚
泥
堆
肥
化
に

　
　
　
　
　
関
す
る
事
務
委
託

◦
下
水
道
汚
泥
を
、
網
走
市
と
の

広
域
化
、
共
同
化
に
よ
り
処
理

し
ま
す
。

　
下
水
終
末
処
理
場
か
ら
網
走

市
堆
肥
化
施
設
へ
搬
入
。
堆
肥

は
町
内
各
農
家
へ
無
償
提
供
さ

れ
ま
す
。

■
斜
里
町
顕
彰
委
員
会
委
員

　
椿
原
　
祥
輔
（
再
任
）

　
平
田
　
隆
雄
（
再
任
）

　
馬
場
　
浩
一
（
再
任
）

　
深
山
　
和
彦
（
再
任
）

　
横
田
　
　
章
（
新
任
）

　
土
橋
　
利
文
（
再
任
）

　
米
本
　
照
子
（
再
任
）

　
石
崎
由
美
子
（
再
任
）

　
鈴
木
　
正
江
（
再
任
）

　
菊
池
　
　
進
（
再
任
）

■
斜
里
町
公
平
委
員
会
委
員

　
横
浜
　
和
弘
（
再
任
）

　
石
川
　
正
二
（
新
任
）

■
斜
里
町
教
育
委
員
会
教
育
長

　
岡
田
　
秀
明
（
再
任
）

　
　
昭
和
40
年
生
ま
れ

　
　
酪
農
学
園
大
学
獣
医
学
科
卒

　
　
平
成
８
年
斜
里
町
役
場
採
用

　
無
記
名
投
票
に
よ
り
賛
成
多
数

　
　
　
　
（
賛
成
10
／
反
対
1
）

■
斜
里
町
教
育
委
員
会
委
員

　
長
谷
川
宏
文
（
再
任
）

　
一
般
会
計
、
５
特
別
会
計
、
２

企
業
会
計
は
、
決
算
審
査
特
別
委

員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

　
監
査
委
員
・
議
長
を
除
く
議
員

全
員
の
委
員
会
構
成
と
な
り
ま
す
。

　
第
１
回
の
委
員
会
で
正
副
委
員

長
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
委
員
長　

須
田
修
一
郎

副
委
員
長　

久
野　

聖
一

決
算
審
査
特
別
委
員
会

　
　
　
　
　
　
の
設
置

９
月
16
日

決
算
審
査
特
別
委
員
会
報
告

　
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

か
ら
水
道
事
業
会
計
ま
で
の
８
件

は
認
定
と
さ
れ
ま
し
た
。

　

審
査
の
内
容
、
日
程
・
経
過
に

つ
い
て
は
Ｐ
12
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

決
算
認
定　
報
告

10
月
７
日

人
事
案
件
（
敬
称
略
）

条　　　　例

全会一致で可決されました。

意 見 書

４件の意見書を関係機関に送付しました。

略 歴

岡田教育長

◦高温・干ばつによる農作物被害への対策を求め
る意見書	 提出者　若木議員

◦国土強靭化に資する道路の整備等に関する意見
書	 提出者　宮内議員

◦鉛弾の使用、流通や所持の禁止を求める意見書
	 	 提出者　櫻井議員

◦コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税
財源の充実を求める意見書	 提出者　久野議員

●条例制定
◦斜里町ハラスメント相談員設置に伴う関係条例の
整理に関する条例
◦斜里町行政手続における押印見直しに関する条例
◦斜里町過疎地域における固定資産税の課税免除に
関する条例

●条例改正
◦職員の給与に関する条例
◦町税条例
◦斜里町子ども・子育て会議条例
他２件の条例改正
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問　

町
長
の
執
行
方
針
の
第

一
に
挙
げ
る
「
健
康
」。

　

こ
の
健
康
を
大
切
と
考
え

る
の
で
あ
れ
ば
、
温
泉
を
利

用
し
た
健
康
増
進
施
設
、
そ

こ
に
集
ま
る
人
達
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
の
場
、
ま
た
憩
い

の
場
と
し
て
の
複
合
施
設
が

必
要
と
思
い
ま
す
。
増
進
福

祉
施
設
を
こ
れ
か
ら
積
極
的

且
つ
前
向
き
に
検
討
す
る
べ

き
と
考
え
ま
す
が
、
町
長
は

ど
の
よ
う
に
お
考
え
な
の
で

す
か
？

町
長
　
老
朽
化
が
進
む
老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー
を
今
後
ど
の

よ
う
に
し
て
い
く
か
も
含
め

て
、
検
討
す
る
時
期
が
近
付

い
て
き
て
い
ま
す
。

　
そ
の
上
で
、
高
齢
者
限
定

利
用
で
は
な
く
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
等
の
機
能
性
を

ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
の
両
面
か

ら
ど
の
よ
う
に
し
て
盛
り
込

む
か
、
温
浴
・
ジ
ム
な
ど
の

機
能
が
必
要
不
可
欠
な
も
の

な
の
か
、
財
源
確
保
が
可
能

な
範
囲
な
の
か
も
含
め
考
え

て
ま
い
り
ま
す
。

問　

温
泉
を
含
む
複
合
施
設

を
検
討
す
る
際
に
は
、
コ
ス

ト
も
考
え
、
朝
日
町
に
健
在

す
る
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

や
、
現
在
休
止
し
て
い
る
民

間
の
泉
源
を
活
用
す
る
こ
と

健康増進に向けた複合温泉施設の
必要性について伺う

須田修一郎議員須田修一郎議員

町政を問う! 一 般 質 問一 般 質 問 ９月定例会議

録画映像を動画でチェック▶

　
こ
の
課
題
は
か
ね
て
か
ら

町
民
の
皆
様
の
関
心
を
呼
ん

で
き
た
政
策
課
題
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
来
る
第
７
次
斜
里

町
総
合
計
画
策
定
の
中
で
も
、 

審
議
が
進
め
ら
れ
て
い
く
も

の
と
捉
え
て
い
ま
す
。

問　

斜
里
町
で
は
健
康
を
維

持
す
る
為
健
康
ま
つ
り
等

様
々
な
事
業
を
展
開
し
て
い

る
が
、
健
康
増
進
ま
た
は
健

康
維
持
の
た
め
の
施
設
（
ゾ

ー
ン
）
が
無
い
の
が
事
実
で

あ
り
ま
す
。
近
隣
町
の
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
施
設
を
利
用
し
て

い
る
多
く
の
斜
里
町
民
が
い

る
と
い
う
の
が
実
態
で
あ
り

ま
す
。「
健
康
・
幸
せ
」
の

観
点
か
ら
、
冬
期
間
健
康
維

持
の
た
め
に
、
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
や
ラ
ン
ニ
ン
グ
等
も
出
来

る
総
合
体
育
館
の
必
要
性
が

感
じ
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、

次
期
総
合
計
画
策
定
時
に
お

い
て
総
合
体
育
館
建
設
を
計

画
に
含
め
て
は
ど
う
か
？

町
長
　
ス
ポ
ー
ツ
を
取
り
巻

く
環
境
は
変
化
し
て
き
て
お

り
、
様
々
な
場
で
ス
ポ
ー
ツ

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
拠
点

施
設
を
求
め
る
町
民
の
声
が

あ
る
こ
と
も
認
識
し
て
い
ま

す
。

　
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計

画
の
求
め
る
既
存
施
設
を
長

寿
命
化
し
た
う
え
で
の
活
用
、 

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
中
で

も
提
言
し
て
い
る
広
域
連
携

の
中
で
の
社
会
教
育
施
設
の

相
互
利
用
の
検
討
を
踏
ま
え

た
、
慎
重
な
対
応
を
考
え
て

い
ま
す
。

も
含
め
て
検
討
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
ま
す
。
町
長
は

ど
の
よ
う
に
お
考
え
な
の
で

し
ょ
う
か
？

町
長
　
公
共
施
設
等
総
合
管

理
計
画
で
求
め
て
い
る
総
量

抑
制
方
針
と
の
整
合
性
。

　
町
内
民
間
事
業
所
と
の
競

合
を
回
避
す
る
こ
と
や
、
近

隣
町
村
と
の
施
設
相
互
利
用

の
観
点
も
含
め
て
、
慎
重
に

判
断
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

総
合
体
育
館
の
必
要
性
に
つ
い
て
伺
う

身も心もあったか

運動は健康の源
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問　
「
ま
ず
は
病
気
に
な
ら

な
い
よ
う
、
予
防
が
大
切
」

と
の
前
回
の
答
弁
内
容
に
つ

い
て
再
度
伺
い
ま
す
。

町
長
　
予
防
の
た
め
に
色
々

な
取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と

が
大
切
と
言
う
意
味
で
し
た
。

問　

全
道
１
７
９
市
町
村
の

89
％
が
、
医
療
費
助
成
を
拡

充
し
て
い
ま
す
。
町
は
？

町
長
　
現
在
の
最
優
先
課
題

は
、
待
機
児
童
解
消
の
た
め

の
保
育
士
確
保
で
す
。

　
医
療
費
助
成
は
取
り
組
ん

だ
ら
ず
っ
と
予
算
計
上
が
必

要
で
す
。
厳
し
い
病
院
経
営

を
抱
え
て
い
る
中
で
は
、
財

政
的
に
難
し
い
現
状
で
す
。

再
質
問　

医
療
環
境
や
財
政

が
厳
し
い
の
は
他
の
市
町
村

も
同
様
で
す
。

　

し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
中

で
も
子
供
の
医
療
費
助
成
拡

大
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

町
長
の
意
識
や
視
点
は
、

町
が
取
る
べ
き
政
策
か
ら
ず

れ
て
は
い
ま
せ
ん
か
？

町
長
　
今
後
も
事
業
見
直
し

な
ど
財
政
確
保
に
取
り
組

み
、
第
7
次
総
合
計
画
（
令

和
7
年
〜)

あ
る
い
は
、
そ

の
前
の
段
階
で
取
り
組
み
を

考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

子ども医療費助成拡大！
全道でも広がる今、町は？

櫻井あけみ議員櫻井あけみ議員

町政を問う! 一 般 質 問一 般 質 問 ９月定例会議

録画映像を動画でチェック▶

役
場
職
員
の

　
　
定
年
延
長
は
？

パ
ソ
コ
ン
・
そ
の
活
用
環
境
は
？

問　

日
本
Ｈ
Ｐ
と
の
共
同
実

証
実
験
後
に
譲
渡
さ
れ
る
機

材
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、
維
持
費

用
に
つ
い
て
は
、
活
発
に
利

用
で
き
る
よ
う
に
予
算
処
置

を
考
え
て
い
ま
す
か
？

教
育
長
　
今
年
度
で
実
験
終

了
と
な
り
ま
す
。
使
用
頻
度

な
ど
を
把
握
し
て
次
年
度
予

算
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

再
質
問　

パ
ソ
コ
ン
は
リ
モ

ー
ト
授
業
、
持
ち
帰
っ
て
の

家
庭
学
習
な
ど
、
誰
も
が
公

平
に
教
育
を
受
け
ら
れ
る
道

具
の
一
つ
で
す
。
そ
の
た
め

の
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
、

教
育
委
員
会
と
し
て
の
役
目

だ
と
考
え
ま
す
。

　

現
在
児
童
生
徒
に
活
用
状

況
の
差
は
あ
り
ま
す
か
？

教
育
長
　
今
年
度
を
目
処
に

円
滑
化
な
活
用
を
目
指
す
環

境
整
備
を
整
え
た
い
と
思
い

ま
す
。
　

問
　
国
家
公
務
員
に
準
じ
て

の
対
応
で
す
。
町
に
と
っ
て

こ
の
定
年
延
長
が
プ
ラ
ス
と

な
る
制
度
、
体
制
と
す
る
た

め
に
取
り
組
む
べ
き
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
？

町
長
　
総
務
省
の
考
え
の
も

と
制
度
構
築
を
進
め
ま
す
。

再
質
問
　
そ
の
制
度
構
築
が
、 

斜
里
町
役
場
・
町
民
に
と
っ

て
ふ
さ
わ
し
い
も
の
と
な
る

の
で
し
ょ
う
か
？

　

現
在
の
再
任
用
制
度
も
、

今
回
の
定
年
延
長
も
、
職
員

が
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
持
っ

て
経
験
を
発
揮
で
き
る
よ
う

な
体
制
を
作
っ
て
い
く
こ
と

が
町
に
と
っ
て
は
必
要
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
？

町
長
　
こ
の
制
度
に
よ
っ
て

組
織
が
硬
直
化
す
る
こ
と
な

く
、
職
員
の
定
期
的
採
用
、

人
事
評
価
、
経
験
豊
富
な
職

員
が
後
輩
を
指
導
す
る
仕
組

み
を
作
っ
て
い
き
ま
す
。

問　

現
状
の
パ
ソ
コ
ン
利
活

用
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
そ

の
活
用
は
進
ん
で
い
ま
す

か
？
１
人
一
台
の
効
果
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
？

教
育
長
　
徐
々
に
授
業
の
中

で
活
用
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

問　

自
宅
へ
の
持
ち
帰
り
し

や
す
い
環
境
を
町
は
作
る
べ

き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

保
護
用
の
カ
バ
ー
等
が
必
要

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

教
育
長
　
ル
ー
ル
を
定
め
て
、 

持
ち
帰
り
の
運
用
面
の
整
備

を
進
め
て
い
ま
す
。
破
損
な

ど
に
つ
い
て
は
学
校
備
品
と

同
様
で
、
故
意
ま
た
は
、
重

大
な
過
失
以
外
は
、
予
備
端

末
で
対
応
す
る
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。
カ
バ
ー
等
に
つ
い

て
は
、
保
護
者
の
方
が
用
意

し
、
使
用
す
る
こ
と
は
可
能

と
し
て
い
ま
す
。

その、貴重な経験
を活かすことが、
町のためにもなる
はず！
スキルバンク！
歓迎される定年延
長にしよう！

予防に力を入れているなら、
なおさらのこと！
せめて中学までで
も早急に対応を！
あったか斜里町
北海道の
９割が
実施です！
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問　

ご
承
知
の
通
り
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
於

け
る
「
ま
ん
延
防
止
措
置
宣

言
」「
緊
急
事
態
宣
言
」
が

数
回
発
令
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
国
・
道
及
び

斜
里
町
も
影
響
を
受
け
て
い

る
対
象
事
業
者
に
対
し
、
い

ろ
い
ろ
な
支
援
を
実
施
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
９
月

12
日
ま
で「
緊
急
事
態
宣
言
」

が
発
令
さ
れ
、
更
に
９
月
30

日
ま
で
延
長
に
な
っ
た
と
こ

ろ
で
す
。

　

先
の
6
月
補
正
予
算
で
は

事
業
継
続
緊
急
支
援
事
業
と

し
て
、
今
年
３
月
繰
越
分
と

追
加
分
５
千
万
円
、
合
計
８

千
万
円
を
全
体
事
業
と
し
て

商
工
会
が
窓
口
と
な
り
進
め

て
お
り
ま
す
が
、
対
象
期
間

問　

全
員
協
議
会
を
開
催
せ

ず
、
委
員
会
に
説
明
の
な
い

ま
ま
本
会
議
に
提
案
さ
れ
た

の
で
す
か
？

町
長
　
協
議
案
と
し
て
捉
え

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

説
明
不
足
の
条
例

コロナウイルス対策で事業者に
緊急支援事業の継続を!!

今井 千春 議員今井 千春 議員

町政を問う! 一 般 質 問一 般 質 問 ９月定例会議

録画映像を動画でチェック▶

が
４
月
か
ら
７
月
分
で
あ
り
、 

今
回
の
緊
急
事
態
宣
言
に
対

し
て
の
対
策
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

特
に
、
ひ
っ
迫
し
て
い
る

飲
食
店
業
者
に
対
し
手
厚
い

支
援
、
そ
の
他
の
対
象
業
者

に
対
し
て
も
更
な
る
緊
急
支

援
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

町
長
　
７
月
下
旬
以
降
、
第

５
波
と
し
て
再
び
全
国
で
感

染
が
広
が
り
、
観
光
・
飲
食

関
連
を
中
心
に
斜
里
町
の
経

済
全
般
に
深
刻
な
影
響
が
生

じ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
現
状
を
鑑
み
て
９
月

定
例
会
議
中
に
１
７
０
０
万

円
を
追
加
し
、
執
行
残
約
２

千
万
円
と
合
わ
せ
た
約
３
７

０
０
万
円
を
持
っ
て
、
対
象

月
を
９
月
ま
で
延
長
し
ま
す
。

｢コンプライアンス条例｣等を問う
木村耕一郎議員木村耕一郎議員

町政を問う! 一 般 質 問一 般 質 問 ９月定例会議

録画映像を動画でチェック▶

問　

公
益
通
報
者
に
町
民
を

入
れ
な
い
の
は
な
ぜ
で
す
か

？町
長
　
内
部
通
報
制
度
と
し

て
職
員
の
責
務
と
し
て
運
用

を
考
え
て
い
ま
し
た
。

問　

働
き
か
け
行
為
を
し
た

職
員
の
場
合
［
公
益
通
報
そ

の
他
の
方
法
に
よ
り
対
処
］

と
は
ど
の
よ
う
な
方
法
で
す

か
？

町
長
　
職
員
の
職
務
遂
行
で

個
人
の
利
益
に
つ
な
が
る
よ

う
な
行
動
を
し
た
場
合
は
公

益
通
報
の
対
象
で
す
。

 

「
そ
の
他
の
方
法
」
と
は

生
命
の
危
険
や
緊
急
性
が
高

い
事
態
と
し
て
「
警
察
機
関

へ
の
通
報
等
」
を
想
定
し
て

い
ま
す
。

問　

地
方
公
務
員
法
の
一
般

職
に
教
職
員
が
入
っ
て
い
ま

す
が
地
教
行
政
法
で
は
任
命

権
は
道
教
委
で
条
例
範
囲
を

超
え
て
い
る
の
で
は
な
い
で

条
例
本
文
の
解
釈
は

し
ょ
う
か
？

町
長
　
教
職
員
は
よ
り
一
層

高
い
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
が

求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら

対
象
と
し
て
い
ま
せ
ん
。

町
は
任
命
権
者
と

協
議
が
必
要
で
あ
る

問　

任
命
権
者
の
任
用
と
人

事
評
価
を
町
は
正
し
く
行
使

し
て
い
ま
す
か
？

町
長
　
遂
行
と
な
る
よ
う
各

行
政
機
人
事
評
価
導
入
時
に

事
前
協
議
が
議
会
と
行
わ
れ

て
い
な
か
っ
た
反
省
を
踏
ま

え
て
、
現
状
は
協
議
を
行
う

中
で
運
用
し
て
い
ま
す
。

問　

自
治
法
で
は
「
条
例
と

予
算
は
同
時
に
議
会
に
提
案

す
べ
き
」と
な
っ
て
い
ま
す
。

自
治
法
違
反
で
は
な
い
で
す
か
？

町
長
　
条
例
提
案
時
の
６
月

に
予
算
設
定
を
し
ま
し
た
。 

　
９
月
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
相

談
員
も
含
め
同
一
の
弁
護
士

に
委
嘱
を
想
定
し
て
い
た
の

で
９
月
に
な
り
ま
し
た
。 

６
月
条
例
提
案

　
９
月
予
算
計
上
？

緊急事態宣言で休業の飲食店
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小暮 千秋 議員小暮 千秋 議員

町政を問う! 一 般 質 問一 般 質 問 ９月定例会議

受験時の「合理的配慮」、
　　　　　　　　もっと周知を！

録画映像を動画でチェック▶

コロナ禍で孤
独な子育てに
悩んでいませ
んか？
お父さんの育
児休業、周囲
の理解が必要
です。 

赤ちゃんが生まれた
ら「おめでとう」と
一緒に
「育休は？」
ぜひ「話題」に！

問
　
障
が
い
の
あ
る
生
徒
へ

の
合
理
的
配
慮
（
別
室
受
験

や
座
席
変
更
、
問
題
用
紙
の

拡
大
等
）
は
高
校
や
大
学
受

験
時
に
も
認
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
斜
里
町
で
も
昨
年
度
の

高
校
受
験
時
に
行
わ
れ
た
と

お
聞
き
し
ま
し
た
。
特
別
支

援
教
育
の
良
き
前
例
と
し
て
、 

次
に
繋
い
で
い
く
べ
き
と
考

え
ま
す
。

　

生
徒
、
保
護
者
に
対
し
て

は
ど
の
よ
う
に
周
知
さ
れ
て

い
ま
す
か
？

教
育
長
　
毎
年
開
催
さ
れ
る

道
教
委
主
催
の
説
明
会
に
特

別
支
援
学
級
担
当
教
諭
が
参

加
し
た
う
え
で
、
例
年
11
月

頃
の
保
護
者
向
け
進
路
説
明

会
で
周
知
を
行
っ
て
い
ま
す
。

再
質
問
　
受
験
時
に
「
合
理

的
配
慮
」
を
受
け
る
に
は
、

日
頃
の
定
期
テ
ス
ト
等
で
ど

の
よ
う
に
対
応
し
て
い
る
か

実
例
が
必
要
だ
と
伺
い
ま
し

た
。
受
験
生
で
あ
る
3
年
生

は
も
と
よ
り
1
、
2
年
生
の

う
ち
か
ら
情
報
提
供
が
必
要

で
は
？

教
育
長
　
生
徒
に
合
わ
せ
調

整
が
必
要
で
す
か
ら
、
今
後

は
早
い
段
階
か
ら
の
周
知
を

し
て
い
き
ま
す
。

再
質
問
　
先
生
方
が
異
動
等

で
替
わ
っ
て
も
教
育
委
員
会

で
事
例
を
積
み
上
げ
、
学
校

を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
こ
と

が
必
要
で
は
な
い
で
す
か
。

教
育
長
　
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ

ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
等
の
専
門
人

材
を
活
用
し
、
学
校
間
連
携

や
適
切
な
配
慮
が
さ
れ
る
よ

う
今
後
も
対
応
し
て
い
き
ま

す
。

問
　
改
正
育
児
・
介
護
休
業

法
が
成
立
し
、
新
た
な
育
児

休
業
制
度
「
出
生
時
育
児
休

業
（
男
性
版
産
休
）」
が
創

設
さ
れ
る
な
ど
男
女
と
も
仕

事
と
家
庭
の
両
立
を
望
む
声

が
増
え
て
い
ま
す
。
男
性
の

育
児
休
業
制
度
取
得
の
定
着

に
向
け
て
、
庁
舎
内
で
の
今

後
の
取
り
組
み
は
？

町
長
　
特
定
事
業
主
行
動
計

画
を
策
定
し
仕
事
と
家
庭
の

両
立
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

育
児
休
業
に
つ
い
て
は
令
和

２
年
度
実
績
は
、
男
性
は
25

％
、
女
性
は
100
％
で
し
た
。

今
後
も
気
兼
ね
な
く
取
得
で

き
る
よ
う
な
職
場
の
雰
囲
気

の
醸
成
、
制
度
の
周
知
を
行

っ
て
い
き
ま
す
。

男
性
の

　
育
児
休
業
制
度

再
質
問
　
町
全
体
で
理
解
を

深
め
る
た
め
に
、
広
報
や
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
な
ど
、

で
き
る
こ
と
は
な
い
で
し
ょ

う
か
？

町
長
　
令
和
4
年
4
月
1
日

よ
り
全
企
業
を
対
象
と
し
て

育
児
休
業
を
取
得
し
や
す
い

雇
用
環
境
の
整
備
等
が
義
務

付
け
ら
れ
ま
す
。
各
機
関
と

連
携
し
な
が
ら
、
各
事
業
所

に
も
理
解
と
制
度
の
周
知
を

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

再
質
問
　
昨
年
か
ら
の
コ
ロ

ナ
禍
に
あ
っ
て
、
気
軽
に
実

家
に
頼
れ
な
い
、
育
児
不
安

が
増
し
て
い
る
、
と
い
っ
た

状
況
も
あ
る
と
伺
っ
て
い
ま

す
。
業
種
に
よ
っ
て
も
取
得

の
し
や
す
さ
は
様
々
だ
と
思

い
ま
す
が
、
必
要
な
方
が
必

要
な
時
に
安
心
し
て
取
得
で

き
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

意
識
の
醸
成
を
図
る
た
め

に
、
ま
ず
は
お
子
さ
ん
が
生

ま
れ
た
時
に
は
「
お
め
で
と

う
」
と
一
緒
に
「
育
休
は
ど

う
す
る
の
？
」
と
話
題
に
し

て
は
い
か
が
で
す
か
？

町
長
　
出
産
の
報
告
を
受
け

た
際
に
は
、
私
自
身
の
子
育

て
時
代
を
懐
か
し
く
思
い
な

が
ら
お
祝
い
の
言
葉
や
励
ま

し
の
言
葉
を
伝
え
て
き
ま
し

た
。

　
育
休
取
得
に
つ
い
て
は
尋

ね
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

こ
れ
か
ら
は
そ
う
し
た
言
葉

か
け
も
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。 

男
性
の
育
休
・
定
着
に
向
け
た
取
り
組
み
は
？

高校受験時にも「合理的配慮」が受けられます。
学校や教育委員会へ相談を！
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問　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
デ
ジ

タ
ル
化
の
推
進
が
注
目
さ
れ

て
お
り
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
対
策
・
教
育
や
福
祉
・
医

療
や
子
育
て
な
ど
、
幅
広
い

面
で
大
き
な
効
果
が
期
待
で

き
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
町

民
を
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い

デ
ジ
タ
ル
社
会
の
実
現
が
重

要
と
考
え
ま
す
。

　

本
町
に
お
け
る
各
種
デ
ジ

タ
ル
化
推
進
を
行
う
上
で
欠

か
せ
な
い
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
普

及
状
況
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

町
長
　
令
和
３
年
９
月
10
日

現
在
に
お
け
る
町
内
交
付
枚

数
は
３
８
３
５
枚
で
交
付
率

は
33
．
９
％
で
す
。
全
道
平

均
の
交
付
率
は
32
．
４
％
で

あ
り
斜
里
町
は
上
回
っ
て
い

る
状
況
で
す
。

問　

総
務
省
は
デ
ジ
タ
ル
化

推
進
の
た
め
に
予
算
を
計
上

し
て
い
ま
す
。

　

国
の
支
援
を
活
用
し
て
、

町
民
に
対
し
デ
ジ
タ
ル
化
支

援
を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い

く
つ
も
り
で
し
ょ
う
か
？

町
長
　
今
後
、
国
の
支
援
を

有
効
に
活
用
し
て
、
ま
ず
は

町
民
の
方
々
に
デ
ジ
タ
ル
化

に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
い

た
だ
け
る
よ
う
仕
組
み
を
作

っ
て
い
く
こ
と
か
ら
始
め
た

い
と
思
い
ま
す
。

町のデジタル化を推進すべきでは？
海道 　徹 議員海道 　徹 議員

町政を問う! 一 般 質 問一 般 質 問 ９月定例会議

録画映像を動画でチェック▶

　

し
ゃ
り
ぐ
る
を
基
本
と
し

た
新
た
な
公
共
交
通
の
考
え

方
と
、
今
後
の
対
応
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

町
長
　
令
和
５
年
度
か
ら
の

次
期
計
画
に
あ
た
っ
て
、
現

在
は
課
題
解
決
の
た
め
に
情

報
収
集
や
手
法
の
検
討
が
必

要
と
考
え
、
情
報
の
収
集
や

課
題
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
ら
の
結
果
を
踏
ま
え
、 

地
域
公
共
交
通
の
見
直
し
に

向
け
て
取
り
組
み
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

問　

地
域
内
に
お
け
る
移
動

が
困
難
な
、
い
わ
ゆ
る
交
通

弱
者
が
社
会
問
題
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

自
動
車
に
代
わ
る
公
共
交

通
が
不
十
分
な
た
め
に
、
高

齢
者
が
免
許
の
返
納
が
で
き

ず
、
運
転
を
せ
ざ
る
を
得
な

い
現
実
が
あ
り
ま
す
。

　

公
共
交
通
が
こ
の
町
に
根

ざ
し
て
充
実
す
れ
ば
、
町
民

の
外
出
に
よ
る
健
康
維
持
・

町
の
活
性
化
な
ど
公
共
交
通

の
枠
を
こ
え
て
地
域
と
町
の

発
展
に
繋
が
る
と
考
え
ま
す
。

交
通
弱
者
救
済
！
地
域
公
共
交
通
充
実

学
校
の
働
き
方
改
革

　
部
活
動
改
革
は
？

問　

文
科
省
は
令
和
2
年
9

月
、
学
校
の
働
き
方
改
革
を

示
し
て
い
ま
す
。

　

教
員
の
負
担
軽
減
を
図
る

た
め
に
、
休
日
の
部
活
動
を

段
階
的
に
学
校
部
活
動
か
ら

地
域
部
活
動
へ
の
転
換
を
図

る
事
と
し
て
い
ま
す
。

　

教
育
委
員
会
と
し
て
こ
の

部
活
動
改
革
を
ど
の
よ
う
に

考
え
今
後
、
実
践
し
て
い
く

の
か
伺
い
ま
す
。

教
育
長
　
文
科
省
が
示
す
部

活
動
の
主
体
は
、
地
域
の
ス

ポ
ー
ツ
指
導
者
や
生
徒
の
保

護
者
、
民
間
の
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
な
ど
多
様
な
主
体
が
想

定
さ
れ
ま
す
。

　
引
き
続
き
人
材
育
成
・
指

導
者
の
育
成
に
つ
い
て
も
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

学
校
給
食
調
理
場
の

　
　
環
境
整
備
は
？

問　

気
候
変
動
で
近
年
異
常

気
象
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

夏
の
猛
暑
に
加
え
高
温
多

湿
の
器
具
を
使
用
す
る
調
理

委
員
の
方
々
の
労
働
環
境
整

備
は
重
要
で
す
。

　

老
朽
化
し
た
現
在
の
職
場

環
境
状
況
と
、
今
後
、
調
理

子どもたちの美味しい給食を作るために給食センターの環境整備は重要です！

の
民
間
委
託
へ
の
検
討
な
ど

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

教
育
長
　
現
在
の
給
食
施
設

は
、
建
設
か
ら
31
年
経
過
し

老
朽
化
が
進
ん
で
は
い
る
も

の
の
、
順
次
設
備
の
整
備
・

更
新
等
を
行
い
作
業
員
の
作

業
効
率
化
を
図
っ
て
来
て
い

ま
す
。

民
間
委
託
に
つ
い
て
は
施
設

の
課
題
及
び
近
隣
自
治
体
の

動
向
を
踏
ま
え
検
討
し
て
い

き
ま
す
。 

部活動での
子供たちの
成長をみん
なで応援す
るべき！

乗ってほしい！もっと利用しやすい仕組みを作るべき！
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問
　
斜
里
町
漁
業
の
主
体
と

な
る
サ
ケ
の
水
揚
げ
は
長
ら

く
日
本
一
の
座
を
占
め
て
い

ま
す
が
近
年
の
回
帰
量
の
減

少
は
極
め
て
深
刻
で
す
。

サ
ケ
不
漁
の
原
因
は
地
球
温

暖
化
に
よ
る
海
水
温
の
変
化

と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
仮

に
、
今
後
も
不
漁
が
続
い
た

場
合
、
漁
業
者
の
所
得
は
も

と
よ
り
、
町
財
源
の
根
幹
で

あ
る
町
税
の
大
幅
な
減
収
と

な
り
、
消
費
の
低
迷
が
憂
慮

さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
就
労

人
口
の
減
少
に
も
つ
な
が
る

恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
局
面
を
打
開
す
る
に
は
、 

サ
ケ
の
増
殖
事
業
に
加
え
、

新
た
な
浅
海
資
源
の
利
用
拡

大
を
お
い
て
ほ
か
に
な
い
よ

う
に
思
わ
れ
ま
す
。

　

浅
海
資
源
の
増
養
殖
事
業

は
町
内
に
お
い
て
ナ
マ
コ
の

孵
化
放
流
に
成
功
し
て
い
ま

す
が
、
特
に
商
品
価
値
の
高

い
タ
ラ
バ
ガ
ニ
、
毛
ガ
ニ
な

ど
の
増
養
殖
事
業
に
は
、
高

度
の
専
門
知
識
や
技
術
、
環

境
調
査
、
漁
場
改
良
、
施
設

設
備
、
育
成
に
係
る
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
等
に
多
く
の
時
間
と

費
用
を
要
し
ま
す
。

　

斜
里
町
と
し
て
新
た
な
資

源
開
発
に
向
け
た
試
験
研
究

機
関
と
の
連
携
や
国
、
道
と

金盛 典夫 議員金盛 典夫 議員

町政を問う! 一 般 質 問一 般 質 問 ９月定例会議

浅海資源の活用促進を
録画映像を動画でチェック▶

町
長
　
Ｊ
Ｒ
釧
網
本
線
維
持

活
性
化
沿
線
協
議
会
の
総
意

と
し
て
国
や
北
海
道
へ
働
き

か
け
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

再
質
問
　
沿
線
協
議
会
で
提

案
す
る
場
合
、
町
長
も
同
じ

考
え
に
立
っ
て
い
る
と
し
て

よ
ろ
し
い
か
。

町
長
　
脱
炭
素
社
会
実
現
、

女
満
別
空
港
と
の
接
続
な
ど

賛
同
で
き
る
が
、
採
算
性
な

ど
考
え
る
と
想
定
で
き
な
い

要
素
が
多
く
、
私
か
ら
提
案

す
る
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

学
・
通
勤
等
の
足
を
確
保
す

る
有
望
な
資
産
と
い
う
視
点

で
存
続
を
働
き
か
け
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

道
東
の
大
自
然
、
世
界
遺

産
知
床
に
、
よ
り
多
く
の
観

光
客
を
迎
え
る
た
め
に
女
満

別
空
港
と
鉄
道
と
の
接
続
に

加
え
、
鉄
路
自
体
の
魅
力
を

高
め
る
工
夫
が
必
要
で
す
。

　

北
海
道
は
Ｊ
Ｒ
支
援
の
た

め
、
観
光
車
両
を
無
償
貸
与

す
る
考
え
で
す
。

　

政
府
が
強
力
に
展
開
し
よ

う
と
し
て
い
る
脱
炭
素
政
策

を
と
ら
え
、
燃
料
電
池
に
よ

る
開
拓
期
の
古
典
的
蒸
気
機

関
車
が
北
海
道
固
有
の
歴
史

や
文
化
を
織
り
交
ぜ
て
走
る

イ
メ
ー
ジ
の
具
体
化
に
向

け
、
調
査
・
研
究
を
行
う
と

と
も
に
、
国
、
道
、
沿
線
自

治
体
へ
の
働
き
か
け
が
必
要

と
思
い
ま
す
が
町
長
の
所
見

を
伺
い
ま
す
。

の
調
整
等
行
政
支
援
に
係
る

長
期
展
望
に
立
っ
た
計
画
と

体
制
づ
く
り
が
急
務
で
す
。

町
長
　
現
在
サ
ケ
類
や
コ
ン

ブ
類
の
養
殖
事
業
の
模
索
が

な
さ
れ
て
お
り
、
漁
業
者
の

取
り
組
み
が
よ
り
具
体
化
し

て
い
く
中
で
支
援
を
す
る
考

え
で
す
。
ま
た
、
漁
業
者
と

試
験
研
究
機
関
と
の
結
び
付

け
が
町
の
役
割
と
考
え
て
い

る
の
で
様
々
な
機
会
を
通
じ

て
、
ウ
ト
ロ
、
斜
里
第
一
の

両
漁
組
と
連
携
強
化
を
図
り

ま
す
。

問
　
Ｊ
Ｒ
釧
網
線
は
昭
和
６

年
に
釧
路
～
網
走
間
の
全
線

開
通
以
来
、
今
年
で
90
周
年

を
迎
え
、
そ
の
間
地
域
発
展

に
多
大
な
貢
献
を
果
た
し
、

利
用
が
減
少
し
た
と
は
い

え
、
通
院
・
通
学
、
観
光
誘

客
に
必
要
不
可
欠
の
交
通
機

関
で
す
。

　

し
か
し
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
は

単
独
で
の
維
持
が
困
難
な
路

線
の
一
つ
と
し
、
さ
ら
に
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

は
Ｊ
Ｒ
北
海
道
の
経
営
難
に

拍
車
を
か
け
、
廃
線
の
危
険

を
は
ら
ん
で
い
ま
す
。

　

釧
網
線
は
、
先
人
の
残
し

た
貴
重
な
遺
産
で
あ
り
、
観

光
中
心
の
利
用
拡
大
を
図
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
通
院
・
通

Ｊ
Ｒ
釧
網
線
の

高
価
値
化
に
む
け
て

写真　タラバガニ
増殖試験生産個体
（「道総研機構栽
培水試『試験研究
は今』№811―タ
ラバガニの「準」
完全養殖に成功」
―田村報文より）

図　オホーツク海毛
ガニ生息状況（「令
和３年度資源密度調
査における100かご
あたり漁獲尾数分
布」道総研機構網走
水産試験場報告よ
り）

写真　義経号（北海道鉄道
100年記念古典ＳＬフェス
ティバルpostcard）
＊古典的スタイルと燃料電
池の最新技術の組み合わせ
による釧網線の高価値化に
期待

写真　釧網線全通90周年記念
バッチ
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●令和３年度から７年度の実施計画書が示され、今後５年間の財政収支試算及び経
常収支計画、各事業計画について協議しました。

●第６次斜里町行政改革実施計画「アクションプラン（令和２年度から５年度）」の
進捗状況についても説明がありました。

●昨年度の町民懇談会では厳しい町財政が示されました。その後、過疎指定を受け
るなど状況は変わっていますが、まだまだ体力不足とのこと。持続可能な町を目
指し、今しばらくはこれまでの計画に添って進めていくと説明がされました。

●議員からは、自主財源となるふるさと納税、老朽化した施設改修、新ごみ処理計
画等に意見が出され、今後の財政健全化に向け活発な議論がされました。

第６次斜里町総合計画実施計画書について

全員協議会
町から町政全般に関わる事項や重要施策について、あらかじめ補
足的な説明などを受けるために、必要に応じて開催される会議で
す。９月定例会議では６件でした。

●公職選挙法が改正され、町村の選挙における立候補にかかる環境改善のため、選挙公営が市と同様に拡大さ
れました。町として条例を制定するため、協議が行われました。

●選挙運動用自動車、選挙運動用ポスター、選挙運動用ビラが公費負担（上限あり）の対象となります。しか
し有効投票数から算定した票数に満たない場合、供託物（町長選挙50万円、議員選挙15万円）が没収される
とともに、公費負担の対象外になるなど説明がありました。

●12月定例会議で条例提案される予定です。

議会議員及び町長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例（案）の制定

●太陽光等発電施設建設に伴い、環境や景観への配慮のため条例を制定する自治体
が増えています。斜里町でも条例制定に向けて具体的な協議が始まりました。

●６月定例会議では早期の必要性についての一般質問もありました。
●パブリックコメントなどを実施し12月定例会議で条例提案がされる見込みです。

世界自然遺産の町として、再生可能エネルギーが自然環境の保全と調和を図りな
がら推進できるルール作りです。ぜひ皆さんの意見もお寄せください。

斜里町再生可能エネルギー発電施設の設置に関する条例（案）の制定について

●令和３年度希望者がなく休所中の以久科へき地保育所は、関係地域と協議を終え、
令和４年３月末をもって閉所することになりました。

●少子化や保育ニーズの多様化に伴い令和４年３月末には朱円へき地保育所の閉所
も予定しています。 
令和４年度から、町立へき地保育所は中斜里、ウトロの２箇所となります。

町立以久科へき地保育所の閉所について

国営事業で整備されて３０年が経過したことから、平成２７年に保全事業が行われ、完了の見込みがついたことか
ら、斜里町、清里町の負担割合が確認書に基づき算出されました。償還期限は令和７年度となっています。

国営宇遠別川地区施設機能保全事業の完了見込みと地元負担の償還について

斜里右岸排水機場流域と飽寒別（アッカンベツ）排水路流域の基幹排水施設の経年劣化や機能低下による湛水
被害に加えて、飽寒別排水路流域については、河口閉塞に起因する農地の過失被害などが生じていました。
平成28年より国から整備方針が示され、令和元年度から調査事業の実施、今回、事業の着手となりました。
事業期間は令和４年度から13年度の予定です。

国営斜里飽寒別地区かんがい排水事業（直轄明渠排水事業）の新規事業着手について

ポスターもビラも公費負担
となります

エコなはずの自然エネルギ
ーも、時には自然破壊、健
康被害、野生動物などに影
響が！
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　付帯意見は、次のとおりです。

◦新型コロナウイルスの影響により、各産業にお
ける事業収入の減少が顕著となっており、町内
経済の悪化を招いている。この影響は町税収入
の落ち込みにも直結するのみならず、町民生活
や雇用にも繋がることから、町内経済の早期の
回復を図るための施策の充実を望む。

◦歳入では自主財源の更なる確保と、税及び税外
収入等の滞納額については引き続き減少に向け
た取り組みを求める。

　審査において委員会が掘り下げて調査が必要と判断
したものについて、１１月上旬までに調査を実施します。
　結果については、直近の議会で報告がされる予定で
す。

令和３年度・決算審査特別委員会
　令和３年度の決算審査特別委員会が９月定例会議の
２日目（９月16日）に設置されました。
　令和２年度に議決された予算が、適正に執行されて
いるか、行政の目的とする地域住民の福祉の増進のた
めにどのような効果をあげることができたのか、行政
効果の観点から審査を行いました。
　審査は９月27日から10月１日までの５日間実施され、
10月７日の定例会議で、付託された認定第１号から認
定第８号は、審査の結果いずれも認定とされました。

議会モニター制度の取り組み
説明会・９月１０日
議会モニター説明会を開催しました。説明会では、

①議会の役割（議決機関）
②９月定例会議の主な内容

について説明し、その後モニターからは

・補正予算とは何か？
・スクールバス購入等必要性のわかっているもの
が、なぜ年度途中の補正予算なのか？
・過疎債は何が対象になるのか？

等々の質問を頂きました。
これからも、定例会ごとに説明会は開催予定です。

　今回は総務文教常任委員会が担当し、議員全員
で懇談会を開催しました。
　議会モニターから事前に「９月定例会議での疑
問」「町や議会に対しての質問」を提出いただき
ました。
　その内容に関して各議員が自らの意見を織り交
ぜて回答し、議会の仕組みや町の事業などに対す
る意見まで幅広いやり取りが行われました。
　次の懇談会は、１２月定例会議後に開催される予
定です。

議員との懇談会・１０月１３日
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委員会活動報告
斜里町議会では、常設の四つの委員会のほか、特定の事件を審査するための特別
委員会を設置し、各々の役割を持って活動しています。それぞれの委員会では、
どのようなことを行っているのか、その様子や内容をお伝えします。

総務文教常任委員会・産業厚生常任委員会
議 会 運 営 委 員 会・議会広報常任委員会

議
会
広
報
常
任
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

総
務
文
教
常
任
委
員
会

産
業
厚
生
常
任
委
員
会

○議会広報は、定例会議が開催前にページ数
や議事内容を決定、企画編集作業がスター
トします。

●９月16日（第３回）・１９３号企画、原稿割り
当てなどについて協議が行われました。
●９月27日（第４回）・原稿締め切り後の内
容確認などを行いました。
●10月１日（第５回）・ゲラ原稿の最終校正
を行いました。
●10月７日（第６回）・校正
●10月20日・校了・入稿

○192号の内容や記載事項について、町民の
方から感想やご意見をいただきました。今
号に反映させていただきました。

●９月８日（第２回）
９月定例会議町長提案の議案等の説明を受
けました。
・斜里町過疎地域持続的発展市町村計画
・斜里町ハラスメント相談員設置に伴う
　関係条例の整理に関する条例の制定
・庁舎当直業務事業費等
　活発な質疑応答が行われました。
・地方財源の充実を求める意見書案

●９月15日（第３回）
・町内所管調査実施箇所の検討
・学力向上対策のこれからの進め方など
について協議が行われました。

○議事日程
　９月定例会議の議事日程の協議をしまし
た。また、それに伴い、議会運営上のコロ
ナ対策についても協議しました。

○陳情等の取扱い
　陳情等の取扱いについては
　・取扱いを明確にする
　・迅速に対応できるようにする
　等々

　を目的として協議してきました。結果を要
綱として整備し、関連する会議規則を９月
定例会議で改正しました。

●９月７日（第２回）
９月定例会議町長提案の議案等について説
明を受け協議が行われました。
全道町村議会議長会より要請のあった意見
書についても協議しました。

●９月1７日（第３回）
10月12日の町内所管調査の実施詳細につい
て協議され、カムイワッカ湯の滝・夕陽台
の湯・可搬魚道など６箇所の調査を決定し
ました。
詳しい内容は12月定例会議で報告されます。
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まちの声

畑谷あかね さん
ウトロ在住
結婚を期に斜里町へ
ガイドの夫と２人の
息子さんの４人家族

Facebook ホームページ

■議会広報に目を通されますか？
　毎回隅々まで・・とはいきません
が、関心のあることは必ず読んでい
ます。特に子育て関連には、とても
興味があります。

斜里町議会 で検索

◦Facebookで議会の情報を発信中!
◦ホームページでは、議会インターネット
中継、録画配信・会議録、広報も見るこ
とができます。

http://gikai-sharitown.net/index.html

追跡!あの質問・その後は？あの質問・その後は？ 一般質問・答弁の「検討します」は
その後どうなったのでしょう？

令和３年６月 ・太陽光発電設置に町は条例を早く作るべきです

６月定例会議での一般質問から、３カ月！

全員協議会で「斜里町再生可能エネルギー
発電施設の設置に関する条例（案）」の制定
について協議が行われました。
令和４年度から施行される予定です。

環境自治体の

斜里町らしい

ルールで！

速
い
!

■読みやすさはどうでしょうか？
　もう少しカラーページがあると読
みやすいのかな？と思いました。

■ネット中継、録画配信ご利用は？
　以前、ウトロの子供センターの利
用についての議題の時は、配信を聴
きました。リアルタイムで聴けてと
ても良かったです。

■斜里で暮らしてどうですか？
　子供たちとの時間が濃厚ですね。
最近は、息子が、色々作るのにハマ
っていて、オヤツやパン、ピザなど
を作って家族に振る舞ってくれてい
ます。
　斜里産小麦粉で作ると何でも、美
味しいね！と大喜びしてます。

■コロナ禍で、日々の暮らしは？
　夏場は、ウトロのプールに泳ぎに。
冬場は、ウナベツやウトロスキー場
へ。密にならず伸び伸びと変わらず
に暮らしています。ダイナミックな
自然の中（笑）で、山菜採りも楽し
んで！
　子供たちは、たくさんの影響を受
けて育っています。

■町や議会にひとこと
　小児科や皮膚科、耳鼻科が遠く、
その上、医療費もかかります。子育
て世代のみ手厚くとは、言いません
が、高校生までの医療費無償化切望
します。財政難でなかなか難しいか
もしれませんが、斜里町、良いな！
と思えるような議会・行政の取り組
みを期待します。
　先日、初めてパブリックコメント
で自分の意見を言えました。
　これからも、我が家の子育てがひ
と段落しても、ウトロの子供たちに、
ずっと関わって行きたいです。

子育てに子育てに
もう少しもう少し
力を入れて！力を入れて！


